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1. 緒言 

サッカーは,1993 年以降,プロサッカーチ

ーム誕生をきっかけに競技人口が増え続けて

いる.筋力が未熟な子供から成長期を終えた

若年成人,中高年者も取り組むため,競技人口

の年齢幅が広いことも言える. 

しかし,平行して競技人口増加と共にスポ

ーツ傷害の発生も多くなっている.競技時間

によっては早朝や夜にトレーニング,試合を

行うこともあり視野がやや劣って競技に臨ま

なければいけない状態も生まれてくる.この

ように時間帯とトレーニング,試合との結び

つきは考えられるが,具体的にはまだあまり

研究がされていない. 

そこで本研究では,大学サッカー部におい

て発生した傷害と,その際のトレーニングの

時間帯について特に注目をして調査を行っ

た. 

2. 研究方法 

某大学男子サッカー部選手 184名を対象に

アンケートを行った.トレーニング時に発生

したスポーツ傷害を対象に傷害調査を行った.

これをもとに傷害発生率を算出し, 発生した

傷害と,その際のトレーニングの時間帯につ

いて特に注目をして調査を行った. 

3. 結果と考察 

トレーニング開始時間別では,最も傷害が

多かったのは 18:20 であった.特に有意差は

見られなかった.経過時間別では,最も多かっ

たのはトレーニング開始後 1時間以上であっ

た.開始から 30 分以内と 1 時間以上で

は,P<0.001で有意差が見られた. 

足関節捻挫の各カテゴリー別 IR で

は,(TOP)IR=1.54,(I1)IR=1.31,(I2)IR=0.57, 

(I3)IR=0.64,(I4)IR=1.12,(I5)IR=1.29,(HIR

A)IR=1.44であった. 

 

図 1:足関節捻挫の各カテゴリー別 IR 

TOP チームは,競技レベルが他のカテゴリ

ーに比べると高いため,トレーニング時から

激しいコンタクトプレーが要求されることに

よって最も傷害発生率が高くなると考えられ

る. 

4. まとめ 

 トレーニング開始時間と傷害発生の関係は,

大きく関係性が見られなかった.傷害発生件

数も少なく分析が十分に出来なかったことが

原因であると考えられるため,期間を伸ばし,

より細かな情報を取得する必要があると考え

られる.これらをもとに傷害予防の対策も検

討する必要があると考えられた. 
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